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【企画趣旨】 

本シンポジウムでは、Positive Behavior Support（PBS)

の考え方や方法を基に、教育や福祉現場における行動問題

の支援に関する課題を検討している。 

我が国における PBS は、専門家が現場の推進者と協働

して実践し、効果を実現できることは明らかにされてきて

いる。次は、その推進者を養成するためのコンテンツやシ

ステムの開発である。昨年度の PBS リーダー養成研修の

検討から、誰を推進者として、何を養成し、そのリソース

をどうするかという論点が明らかにされた。 

今回のシンポジウムでは、PBS の目標と養成の全体像を

踏まえて統合的に検討したい。話題提供者には、教育や福

祉現場における PBS の実践から、誰に、何を、どのよう

に養成し、その成果と課題はどのようなものかを報告して

もらう。指定討論やフロア討論を踏まえて、PBS の目標と

養成の到達点と課題を明らかにしたい。なお、各話題提供

の事例等については、個人情報を厳守し、対象者・関係者

から公開の了解を得ている。 

 

【話題提供者の趣旨】 

１．PBS の目標と養成の全体像 

 平澤紀子（岐阜大学） 

 PBS は対象者の QOL を向上し、それによって問題行動を

最小化するために、対象者の行動レパートリーを拡大する

教育的方法と生活環境を再構築するシステム改善を行う応

用科学である（Carr et al., 2002）。今日では、PBS の普

及を目的とした国際ネットワーク（APBS）等の情報基盤が

あり、例えば、米国においては法的基盤を基に、州や学区、

学校の PBS 推進チームが専門性を習得し、学校での実践を

推進するシステムとなっている。そして、このような PBS

の実践システム下において、PBS 推進チームへの研修が行

われ、SWPBS の実行度が高い場合に望ましい変化が得られ

ることが明らかにされているが、実行度を高める研修は十

分に検討されていない（Mitchell et al., 2018; 大対, 

2020）。本報では、このような PBSの実践システムを踏まえ

て、PBS の理念を共有し、実行度を高める研修という視点

から、わが国の研究や実践を整理してみたい。 

２．教育現場における PBS 推進者養成  

前川圭一郎（足立区こども支援センター） 

学校規模ポジティブ行動支援（SWPBS）を市区町村レ

ベルで広げていく場合、学校現場で PBS を実践する教職

員の行動随伴性に対して、行政の立場からサポートを提供

することは重要であるといわれている。たとえば、1）モ

デル校の確立や複数校への導入を見越した地域の行政シス

テムの構築、2）教職員が有効な教育的方法を実行し管理

職がマネジメントをするための専門性を向上させる研修、

3）校内で PBS を実践する教員へ助言・研修などがある。   

本話題提供では、こうしたサポートの観点から PBS の

推進者を 1）教育行政の担当者、2）学校における管理職、

3）校内における PBS 担当教員と想定し、SWPBS の第 1

層支援を実施していくための研修を対面又はオンラインを

用いて実施した。また、こうした研修を、特別支援教育に

関する研修の中心に位置づけし、現場と行政を繋ぐための

システムを民間と開発するなどの工夫を行ってきた。この

ような実践を通して現在の成果と課題について議論を深め

たい。 

3．福祉現場における PBS 推進者養成 

今本繁（合同会社 ABC 研究所） 

 最初にお断りしておくこととして、私の取り組みは PBSの

手続きを忠実に実践したものではないし、PBS という用語を

現場で使ったことはない。知的障害児者の福祉現場でのニー

ズに応えるために応用行動分析(ABA)の手法を駆使して外部

の専門家として問題解決を図る、つまり行動コンサルテーシ

ョンによる実践を行っている。結果として 1 層から 3層に至

る支援やデータに基づく PBSの理念に基づいた取り組みに繋

がっていると考えている。長年の間、ABA の分野では個人の

行動変容に効果をもたらしてきた。しかし、コンサルテーシ

ョンの取り組みでは、利用者だけではなく所属する組織の問

題解決を図る必要がある。組織の問題を改善する取り組みと

して、組織行動マネージメント(OBM)やパフォーマンス・マ

ネジメント(PM)と呼ばれる ABA の応用分野がある。PM では組

織を 1 つの行動システムとして分析する。実際の施設でのコ

ンサルテーションを行う中で、行動システムアプローチは、

組織の階層の分析や介入に有効で、PBS の技法の発展にも貢

献できると感じている。複数の福祉施設での事例を交えて現

場での ABA に基づいた実践の普及のプロセス等を紹介する。 

 

【指定討論者の趣旨】 

大久保賢一（畿央大学） 

「PBS を実施する」ということは、単にある技法を対象者

に対して実施することを意味しない。支援をアセスメントか

ら事後評価までの一連のプロセスと捉え、そのプロセスを支

えるシステムを構築するところまでを含めて「PBS」なので

ある。では、「システム」とは具体的に何を指すのだろうか？

そのパーツは多岐に渡るが、少なくとも本シンポジウムで扱

う「人材養成」は重要なパーツの 1 つである。特に本シンポ

ジウムにおいて「推進者」と位置づけている人材の養成はシ

ステム構築の核になると考えられる。PBS の理念、目的、全

体像と照らし合わせながら、到達点と今後の課題について検

討していきたい。 

(HIRASAWA Noriko, MAEKAWA Keiichiro, IMAMOTO Sigeru, 

OHKUBO Kenichi) 


